
京都府におけるSFTS対策

～動物由来感染症サーベイランスの実践から～

1京都府 文化生活部生活衛生課 動物愛護係 岡本

令和８年度 動物由来感染症技術研修会



はじめに

 京都府では、2004年から「人と動物の共通感染症予防体制
整備事業」に取り組んでいます。 

 その一環として、動物由来感染症に関するサーベイランスを
行い、得られた情報を関係機関で共有・研修し、予防啓発に
活用しています。 

 今回は、SFTSについて、動物側の情報が地域の感染リスク
の把握や予防啓発につながった事例を紹介します。
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人と動物の共通感染症予防体制整備事業
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情報の共有化や研修

動物由来感染症サーベイランス事業

３ 人と動物の共通感染症予防対策連絡調整会議

１ 定点動物病院からの情報収集・還元事業
毎月、動物由来感染症に関する情報を収集・還元

２ 積極的疫学調査
動物愛護センターで保護された犬猫を対象に、保健環境

研究所で病原体検査を実施



動物由来感染症サーベイランス事業

動物由来感染症発生届出
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１ 定点動物病院からの情報収集・還元事業



丹後

中丹

南丹
京都市

山城乙訓

動物由来感染症の発生情報の収集・分析

発生情報
の収集

2定点

2定点

3定点

3定点

3定点

4定点
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府内計
17定点



【開始時期】 ２００４（Ｈ１６）年 ２０年以上継続

【事業名】 人と動物の共通感染症予防体制整備事業

【委託契約】（年単位）
公益社団法人京都府獣医師会
公益社団法人京都市獣医師会

【報 告】 毎月、ファックスまたはメール

【区 分】 成犬、子犬、成猫、子猫、その他の動物

定点動物病院からの情報収集・還元事業
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毎月の情報収集項目・SFTSは2015（H27）年
から報告対象
・2027（Ｒ9）年から
様式変更予定
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動物由来感染症の発生情報の分析・還元
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令和７年度動物由来感染症発生状況調査報告
（月別考察 一例抜粋）

６月；丹後地域でヒトのSFTS発症の届出が１件あり、今年度は３件目
になります。  

7月；丹後地域において、猫のSFTSの発生報告がありました。発症し
た猫は、ネズミを捕るような外飼いの猫だったとのことです。 

11月：京都市内で「家畜伝染病予防法」に基づく犬のレプトスピラ症
の届出がありました。今年の９月に京都市、福知山市、舞鶴市でも犬の
レプトスピラ症の発生届が出ています。一方でヒトのレプトスピラ症に
ついては、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法
律」に基づき、９月に京都市内で２件、１１月に南丹市で１件の症例が
報告されています。 
 

12月：12月24日に亀岡市の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが発
生し、防疫作業の結果、12月30日に防疫措置が完了しました。京都府
で高病原性鳥インフルエンザが発生するのは21年ぶりになります。 9



動物由来感染症サーベイランス事業
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２ 積極的疫学調査



積極的疫学調査

【開始時期】 2010（Ｈ２２）年

【検査機関】 京都府保健環境研究所

【対象動物】 京都府動物愛護センター

搬入イヌ及びネコ

【検 体 数 】 年40件程度

【検査項目】 ・2015（Ｈ27）年まで病原性大腸菌
O157、カンピロバクター、レプトスピラ

・２０１６（H28)年からSFTS

京都府動物愛護センター
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サーベイランスの結果は府のホームページで公開
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重症熱性血小板減少症候群（SFTS）について

 2011 （H23）年、中国で初めて報告されたSFTSウイ
ルスによるマダニ媒介性感染症

 2013(H25) 、日本で初めて患者が確認され、その後、
国内で発生が継続

 重症化すると死亡することがある。

 国内届出症例における致命率：約27％

 マダニの刺咬が主な感染経路。感染したイヌ・ネコから
ヒトへの感染も報告あり

 感染症法上の四類感染症（全数把握）
13



近畿地方における
ヒトのSFTS発生状況
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京都府における
ヒトのSFTS発生状況
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ヒトのSFTS報告状況ー京都府
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2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

届
出
数
（
人
）

診断年

SFTSの届出数推移（京都府,2025末,n=20）

丹後 京都市 中丹西 中丹東

【Link】京都府感染症情報センター17

京都府
初事例

https://www.pref.kyoto.jp/idsc/index.html


ヒトのSFTS推定感染地域

推定感染地域 届出数

宮津市 6

京丹後市 4

福知山市 3

与謝野町 2

舞鶴市 1

京都府外 1

0

1

5-

2-4

京丹後市

与謝野町
舞鶴市

宮津市

福知山市

（n=17,2013-2025年7月）

:京都府庁
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動物由来感染症サーベイランス事業 １
SFTSの発生報告の状況
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１ 定点動物病院からの情報収集・還元事業



サーベイランス定点動物病院からのSFTSの報告件数
山城地域 乙訓地域 京都市域 南丹地域 中丹地域 丹後地域 合計

年度 動物種 ３定点 ２定点 ４定点 ３定点 ３定点 ２定点
犬 0
猫 0
犬 0
猫 0
犬 0
猫 0
犬 0
猫 1 1 2
犬 1 1
猫 1 1
犬 0
猫 2 2
犬 1 1
猫 1 1
犬 0
猫 2 2
犬 1 1
猫 1 2 3
犬 0
猫 1 1 2
犬 0
猫 1 2
犬 0
猫 1 1
犬 1 1 1 3

猫 2 6 7 15

総計 3 7 8 18

2015

地域

合計

2017

2018

2019

2016

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026
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0

1-3

8- (頭)

4-7

定点動物病院からのSFTSのイヌ・ネコの報告件数

イヌ１頭
ネコ２頭

イヌ１頭
ネコ６頭

イヌ１頭
ネコ７頭

:京都府庁

ヒトの報告のない南丹地域
からもイヌ・ネコの発症事例

（n=18,2018-2026年）
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動物由来感染症サーベイランス事業 ２

積極的疫学調査結果
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積極的疫学調査
SFTSV抗体保有状況調査

【調査期間】 2016年（Ｈ２８）から現在に至る

【対象動物】 動物愛護センター搬入犬及び猫

【検査項目】 血清中のＳＦＴＳＶ抗体

【検査方法】

【総検体数】 ３７２検体（犬：３３４ 猫：３８）

SFTSV-ELISA法

（※2015（Ｈ２７）年国立感染症研究所に職員を
派遣しプロトコール確立）
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保護犬の保健所別陽性状況
保健所名

年度 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数

8 1 5 1 1 0 14 0 4 0 3 0 5 0 40 2

17 0 25 0 3 0 18 0 5 0 5 0 4 0 77 0

15 0 4 1 1 0 12 0 4 1 1 0 2 0 39 2

5 0 20 0 1 0 4 0 7 1 3 0 0 0 40 1

9 0 7 0 1 0 3 0 4 0 6 0 1 0 31 0

7 0 4 0 1 0 2 0 0 0 1 0 1 0 16 0

7 0 8 0 0 0 1 0 1 0 3 1 1 1 21 2

3 0 8 0 1 0 4 0 3 0 7 0 2 1 28 1

6 0 8 1 0 0 1 0 2 1 1 0 2 0 20 2

2 0 6 0 0 0 1 0 4 0 6 0 3 0 22 0

79 1 95 3 9 0 60 0 34 3 36 1 21 2 334 10

0

2016

2017

3.2

2022

2023

計

陽性率 1.3 3.09.52.88.80

中丹西 中丹東 丹後 計

2019

乙訓 南丹山城南 山城北

2018

2020

2021

2024

2025
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イヌSFTSV抗体保健所別 陽性率マップ

0

1-２

5-６
3-４

9-10(%)

7-８

山城地域

ヒトの報告のない山城地域
からも抗体陽性のイヌ事例

:京都府庁

（n=334,2016-2025年）
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考 察

府内全域を対象に幅広く予防啓発を行う必要

・2025（R7）年７月までSFTSは、ヒトの発生状況に注目すると、府
北部に限局された感染症に見えた。
 
・一方、動物では、ヒトの届出がない地域からもSFTS発症例や
SFTSV抗体陽性例が確認された。

 ・このことから、ヒトの患者発生情報だけでは捉えにくい地域にも、
SFTSVへの曝露リスクが存在する可能性が示唆された。
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SFTSの予防啓発
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人と動物の共通感染症予防対策連絡調整会議

名 称 ・ 所 属

1 （一社） 京都府医師会

2 （公社） 京都府獣医師会

3 （公社） 京都市獣医師会

4 京都府動物愛護推進協議会

5

府庁内関係課

健康福祉部 感染症予防・対策課

6 総合政策環境部 自然環境保全課

7 文化生活部 文教課

8 健康福祉部 こども・子育て総合支援室

9 農林水産部 畜産課

10 農林水産部 農村振興課

11

教育委員会

指導部 学校教育課

12 指導部 特別支援教育課

13 指導部 保健体育課

14 保健環境研究所

15 動物愛護センター

16 京都市保健福祉局医療衛生推進室

17 事務局 文化生活部 生活衛生課
28



連絡調整会議におけるダニ感染症研修会

29
２０２３．９．１３開催



２０１７（H２９）年 ペット向け啓発チラシ作成

ネ
コ
の
適
正
飼
養
の
意
味
合
い
も
強
い
。
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２０２３（R5）年 ワンヘルスの啓発チラシ作成
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イヌ編、ネコ編、ヒト編からなる



啓発の広がり

•府 保健所（保健課）

•府 医師会（感染症部会）

•府 南部地域 医療機関の感染症担当者

•府北部地域 猟友会

•京都子育てピアサポートセンター

•府内 全動物病院 (９０施設）  

•府内 全市町村（京都市除く）（２５市町村）

•府内 保健所(衛生課）  （７保健所）
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宇治田原町

京都市伏見区

南丹市

（n=22,2013-2026年7月）

0
1

5-

2-4

（n=17,2013-2025年7月）

0
1

5-

2-4

動物側でリスクが示唆された地域で、その後ヒトのSFTSを確認
ヒトのSFTSの推定感染地域
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新規発生



2025（R7）宇治田原町の例
２０１６（H28）年

２０１８（H30）年 管轄保健所由来のイヌにおいて、ＳＦＴＳＶ抗体陽性事例

２０２４（R 6）年

２０２5（R 7）年 宇治田原町において、初めてヒトのＳＦＴＳの発生報告

Ｒ7．７．３１
京都府ＨＰ
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2026（R8）南丹市の例

２０２１（R3）年 南丹地域のイヌにおいて、ＳＦＴＳの発生報告

２０２３（R5）年

２０２４（R6）年

２０２６（R8）年 南丹市において、初めてヒトのＳＦＴＳの発生報告

Ｒ８．７．２８
京都府ＨＰ

35

南丹地域のネコにおいて、ＳＦＴＳの発生報告



２０２６（R8）年 府医師会・獣医師会・保健環境研究所・動物
愛護センター、府庁内関係課合同会議

２０２６．８．１３開催
36
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連携ケース１

A市で初めて確認された
猫SFTS事例における関係機関の連携事例



経 過 １
•４月２８日 動物病院に猫が来院、入院

38

• ネ コ  雑種、避妊済みメス、７歳、３㎏

• 主 訴 10日前から元気消失、食欲低下

一昨日家出して、昨日戻ってきたが呼吸促迫

• 状 況 発熱

                血小板 減少､白血球数 減少

                  腎機能 低下

ＳＦＴＳを強く疑った。



経 過 ２

•SFTSであった場合、動物の死体の取り扱い 

及び 使用した資材の処理方法は？

•死体を取り扱う際、死体は二重密封し、
手袋やマスクを着用すること。 

•処置に使用した汚染資材については、
感染性廃棄物に準じて処理すること。

39

Q

A

同 日 動物病院から市へ相談。市から保健所へ照会



経 過 3

•４月２８日 市から動物病院へ回答

•同 日 市からクリーンセンターへ情報提供

•４月３０日 猫が死亡、飼い主に返還

•同 日 クリーンセンターへ飼い主が持ち

込み （火葬日は不明）
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経 過 4
•５月１日 SFTS陽性確定

•同 日 動物病院から保健所へ情報提供

•同 日 動物病院から市へ情報提供

•同 日 保健所からA市立病院へ情報提供、情報共有

•同 日 保健所 から動物病院へ注意喚起

41

「A市で動物のSFTS症例が確認されており、市内での
SFTSV保有マダニの存在が示唆されます。類似症状の
診断時は、SFTSもご考慮ください。」

「飼い主や獣医療従事者が体調不良になった場合は、事
前に病院にSFTS感染猫と接触した旨を連絡してから受
診してください。」
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連携ケース２

SFTS陽性猫の診療時に発生した暴露懸念事例



経 過 １
•５月２２日 府北部地域の動物病院に猫が来院、入院

43

• ネ コ  外飼いネコ、1歳オス、

• 主 訴 歯肉から出血。

（飼い主にも血液が濃厚に付着した状態で来院）

• 状 態 発熱、血小板減少、白血球数減少

臨床症状からＳＦＴＳを疑った。

診察中、獣医師（50代）がゴム手袋越しに

猫に引っかかれ、皮膚から出血



経 過 ２

•SFTS陽性ネコにひっかかれて出血をした。

•発症した場合、どうすればよいか。

•保健所は、本庁と連絡をとり、ファビピラビルの処
方できる医療機関を確認

•保健所から医療機関に情報提供。

•獣医師に発症時の対応医療機関を紹介。
44

Q

A

5月25日 診察したネコがSFTS陽性と判明し、保健
所に相談



経 過 3

•６月 ５日 最終曝露から14日間経過。

獣医師・飼い主とも発症なし

•6月11日 ネコも動物病院を退院
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２事例のポイント

・ 本事例は、統一的な対応マニュアルに基づくもので
はなく、動物病院を起点に、市町村、保健所、医療機関
がその都度相談しながら連携して対応した一事例 

・ ヒトへの感染が疑われる事態に備え、早期に医療体
制を確認できた 

・ 平時からの関係機関の連携が、発生時の迅速な対応
につながった
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47

動物病院は予防啓発の重要な拠点

・ イヌ・ネコの飼い主が日常的に来院するため、マダニ対
策を直接伝える機会が多い。

・ 動物へのマダニ予防は、動物の健康だけでなく、人の感
染リスク低減にもつながる可能性。

・ サーベイランスへの協力に加え、地域における予防啓発
の担い手としても期待



様々な機会をとおして、啓発実施

48



人の患者発生だけではなく、人と動物の双方からア
プローチすることで、地域の感染症リスクを早く、広
く捉えられる可能性がある。

京都府では、そのための仕組みとして、ワンヘルス・
アプローチを２０年以上続けてきた。

SFTSは、その意義を具体的に示す代表的な事例で
あると考えられる。

49

動物のサーベイランスから見えてきたこと



今後も、動物由来感染症の発生情報を収集・分析
し、流行の兆候を予測、その結果を連絡調整会議
で共有し、啓発につなげるワンヘルス・アプローチ
を府域で着実に推進していきたい。

50

今後に向けて
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